
次
号
か
ら
の
続
き
で
す
。
労
働
講
座

は
、
17
時
30
分
過
ぎ
に
第
１
日
目
を
終

了
し
ま
し
た
。

二
日
目
は
、
９
時
に
開
会
し
ま
し
た
。

新
幹
線
が

は
く
た
か
と
接
続

し
て
い
る
か
？

新
幹
線
が
「は
く
た
か
」に
接
続
し
て
い
る

か
？
「た
に
が
わ
」の
方
が
利
用
者
が
多
い
の

で
は
な
い
か
。
現
在
、
新
潟
ま
で
の
列
車
が

過
剰
に
走
っ
て
い
る
。
乗
車
率
が
少
な
い
。

１
９
９
５
年
に

運
動
が
は
じ
ま
っ
た

１
９
９
５
年
に
在
来
線
問
題
で
運
動

が
始
ま
っ
た
の
は
、
国
労
直
江
津
支
部

が
運
動
を
始
め
て
か
ら
に
な
る
。
「
三

市
連
絡
会
」
が
発
足
で
き
な
か
っ
た
ら
、

ど
う
な
っ
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。

運
動
が
発
展
し
て
い
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
地
域
の
運
動
団
体
を
別
個

に
組
織
し
て
い
っ
た
。

妙
高
町
長
、
妙
高
村
長
は
当
時
、
協

定
書
に
署
名
し
た
。
そ
の
責
任
が
あ
る

た
め
住
民
組
織
を
運
営
し
て
い
っ
た
。

現
在
は
３
つ
の
住
民
組
織
が
あ
る
。

連
絡
会
、
２
重
、
３
重
の
枠
組
み
で
組

織
が
発
足
し
連
絡
会
が
あ
る
。
他
県
か

ら
見
て
も
住
民
組
織
は
無
い
。

労
働
組
合
、
職
場
だ
け
の
運
動
で
は

な
く
て
地
域
住
民
組
織
で
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
は
、
な
か
な
か
無
い
。

上
越
以
外
で
も

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
～
上
越
地

域
で
は
連
絡
会
で
運
動
が
で
き
た
。
上

越
以
外
の
県
内
で
調
査
を
進
め
る
。

特
急
が
止
ま
ら
な
く
な
る
駅
～
柏
崎
・

見
附
・
東
三
条
・
加
茂
・
新
津
な
ど
。

街
づ
く
り
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
だ
。

特
急
の
廃
止
に
対
し
て
の
危
機
感
が
無

い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
国
労
の
出
番

で
は
な
い
か
。

住
民
意
識
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
を
進
め
て
い
く
こ
と
。

二
日
目
は
労
働
講
座
の
続
き
を
行
い

そ
の
後
、
全
体
か
ら
意
見
・
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

全
体
の
意
見
か
ら

●
越
後
と
き
め
き
鉄
道
の
社
員
３
名
が

車
掌
見
習
い
な
ど
、
短
期
間
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
現
在
、
乗
務
し
て
い
る
。

越
後
と
き
め
き
鉄
道
の
入
社
式
で
、

社
長
は
30
年
大
丈
夫
だ
と
言
っ
て
い
た
。

労
働
条
件
で
は
、
初
任
給
が
大
卒
・
JR

よ
り
１
万
円
少
な
い
。

会
社
の
要
員
規
模
は
２
５
０
名
。
今

後
の
基
本
計
画
で
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
～
。

新
井
・
直
江
津
・
糸
魚
川
駅
は
拠
点

駅
と
し
て
運
営
し
、
こ
こ
に
現
業
機
関

職
場
を
置
く
。

●
レ
ー
ル
使
用
料
は
車
両
数
で
決
ま
る
。

貨
物
会
社
の
方
が
負
担
が
大
き
い
。
だ

か
ら
、
と
き
め
き
鉄
道
は
１
両
編
成
だ
。

●
列
車
運
行
に
関
す
る
指
令
の
調
整
が

出
来
て
い
な
い
。
列
車
の
遅
れ
に
対
し

て
の
対
応
、
連
絡
調
整
が
で
き
な
く
な

る
。連

絡
が
う
ま
く
い
く
の
か
心
配
だ
。

地
本
旗
開
き
は
、
二
日
目
の
日
程
の

労
働
講
座
を
10
時
頃
終
了
し
全
日
程
を

無
事
に
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

お
疲
れ
様
で
し
た
。
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国
鉄
新
潟

第一日目の日程が17時半頃に終了しました。盛

りだくさんの企画内容だったので、参加した組合

員のみなさんは少し疲れ気味のようでした。

湯沢の温泉に温まってから、18時30分から「旗

開き」が開会。

関川委員長の乾杯あいさつの後、伊藤さんの素

晴らしい歌声が披露されました。最近、文化運動

が低迷していて昔のような活動が行われていませ

ん。伊藤さんの歌声は、昔の頃の雰囲気をよみが

えらせたように感じました。

「旗開き」では各地域分会の代表の方々から感

想や拡大に対しての決意など、あいさつがありま

した。最後は、全体で国鉄労働組合歌を歌い更に

交流を深めました。

その後は、各部屋に会場を移し、夜遅くまで盛

り上がっていました。
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